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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

佐波川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（令和2年9月17日時点）】
～幸せますのまちの母なる川と共存を目指した流域治水対策の推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、佐波川水系においても流域全体で事前
防災対策を進めることとし、以下の取り組みを実施していく。国管理区間の下流区間においては、堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生
した戦後最大の昭和26年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。
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■ソフト対策
・土のう等の備蓄資材の配備
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を
掲載したハザードマップの配布及び住民説明会の実施

・タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施 等

※今後関係機関と連携し、対応検討

■流域における対策
・下水道等の排水施設の整備
・雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進
・既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、山口県） 等
※今後関係機関と連携し、対応検討
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■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、支川処理

橋梁架替 固定堰の改築、防潮堤 等

凡例

浸水想定範囲（昭和26年7月洪水と同規模想定）

大臣管理区間

防府市公共下水道事業計画区域(雨水)

佐波川ダム【山口県】

島地川ダム



河川における対策

■河川整備計画に基づく事業促進

国・県それぞれの管理区間において河川整備計画に基づき事業を実施。
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流域における対策

■下水道等の排水施設の整備
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防府市公共下水道事業計画に基づき排水路の整備を促進

改修前 改修イメージ

整備箇所



流域における対策

■雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進

浸水被害の軽減を図ることを目的に雨水の流出を抑制する対策の利用促進を実施。

山口市webサイト抜粋 4



流域における対策

■既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

【現在の状況】

・全国の稼働中のダム1,460箇所

・有効貯水容量は約180億m3
・洪水調節のための貯水容量は約３割（約54億m3）
・利水容量の洪水調節への活用が今後の課題

【現状と課題】

１級 947 15,097 10,602 4,495

２級 513 2,967 2,068 899

合計 1,460 18,064 12,670 5,394

《 》：有効貯⽔容量に占める割合

洪⽔調節
容量

（百万m3）
⽔系 ダム数

有効貯⽔
容量

（百万m3）

利⽔容量
（百万m3）

《0.3》

（１）治水協定の締結

管内12の一級水系を対象に、水系毎に事

前放流の実施方針等を定めた治水協定を5
月29日に締結。

（２）河川管理者とダム管理者との間の情報

網の整備

各ダムのリアルタイムデータを国土交通省

（地方整備局等）に集約し、適宜関係者間で

共有。

（３）工程表の作成

ソフト対策及びハード対策（放流施設の増

強等）を有効に組み合わせた工程表を、水

系毎に作成済み。

洪水吐ゲート

発電所
堆砂容量

利水容量

②利水ダムの事前の放流

放流設備の
位置や能力
の制約

洪水吐ゲートの有無や
能力・構造の制約 事前の放流による洪水調

節に使用できる容量の制約

利水ダムの事前放流
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国管理ダム（11ダム）
県管理ダム（26ダム）
利⽔ダム（65ダム）

凡例

中国地⽅ 計102ダム

①多目的ダムの事前の放流

堆砂容量

常用洪水吐

非常用洪水吐ゲート

洪水調節容量

▽ 平常時最⾼貯⽔位

利水容量

放流設備の改良を効果が高いものから順次実施

放流設備の
位置や能力
の制約

多目的ダムの事前放流

事前放流により
容量を確保

※高津川水系は既存ダムがないため、対象外

緊急時において利⽔ダムを含む既存ダムの有効貯⽔容量を洪⽔調節に最⼤限活⽤できるよう「既存ダムの洪⽔調節
機能の強化に向けた基本⽅針（令和元年12⽉）
中国地⽅の⼀級⽔系では全ての既存ダム（102ダム）を対象に治⽔協定を令和2年5⽉29⽇までに締結
令和2年の出⽔期から新たな運⽤を開始。
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ソフト対策

■土のう等備蓄資材の配備

土のう設置（試行）土のう配備状況

土のう等の水防備蓄資材を配備し、浸水に備える対策を実施。

土のう配備状況
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土のう配備状況

【山口市】 【周南市】

【防府市】



ソフト対策
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■想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を掲載したハザードマップの配布及び
■住民説明会の実施

浸水想定区域図に基づきハザードマップを作成。適宜住民説明会を実施。

防府市ハザードマップ

山口市ハザードマップ

周南市ハザードマップ

住民説明会の状況



■タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施

水防技術の向上・継承に努めるとともに、平成30年7月豪雨の教訓を踏まえ、関係機関及び地域住民の参加の
もと、行政・住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、水害による被害の軽減を図
ることを目的として、水防工法訓練・情報伝達訓練・救出救護訓練等を中心とした実践的な訓練を実施。

この訓練においては、すでに作成している「避難に着目したタイムライン」に沿って行い、今年度作成した
「社会全体で減災に取り組むことを目的としたタイムライン」の要素も一部取り入れ実施している。

ソフト対策
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